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＜病棟連絡事項＞
・深澤Drの患者様において、ピコスルファートNaの処方はスタッフが行う事となっていますので周知して下さい。(「事後入力」→「病棟常備薬処方」で処方する)
＜患者様連絡事項＞
・中村　春雄様～介護認定調査を行っている。調査員の質問には円滑に返答し、ADLも自立しているとの評価あり。夜間の不穏な行動や不穏時は立位の不安定さもあり、歩行も見守りを要している事を伝えている。
・豊川　葵様～面談(金Dr)予定だが、主治医不在。ご家族へ説明し、謝罪。11/30(月)14:00であれば夫様・母様来院できるとのことで明日、主治医へ確認し、結果を連絡することしている。連絡は10：00までであれば自宅へ、それ以外であれば電話を取る事ができないとのこと。本人へ携帯電話を持たせ、SNS(LINE)を利用し、連絡を取り合えないかとの相談がある。携帯電話の利用に関しても主治医の確認が必要であるため、明日主治医へ確認することで同意し、帰宅している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～時間隔離中。6：00～20:00の開放観察実施。開放時間も自室で過ごしているが穏やかに過されている。隠れ飲水も見られていない。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放時は他室侵入など迷惑行為が同様にあり、短時間で終了している。自室内での不穏さはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。各食数口の摂取量であるが、プロテインを飲用している。不穏さなく自傷行為無く経過している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・平栗　城志様～点滴キープ中。バイタルサイン異常なく経過している。一時的に行動停止することあるがケア時には易怒的となっている。粗暴行為はない。
・中島　智恵子様～酸素3L流入中。点滴キープ中。心電図モニター装着中。血圧低値、頻脈、頻呼吸(努力呼吸)みられている。声掛けにも反応はない。両手・足背。右上肢の浮腫持続している。
＜新入院患者様情報＞
氏名：河津　繁吉（かわつ　しげよし）様

　生年月日：昭和27年5月6日　67歳

　　　病名：統合失調症

　　合併症：糖尿病

性別:男性

　　主治医：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　　　病棟：東病棟Bユニット

(経過）

現在、妻と2人暮らし。身体的治療にてかわむら内科クリニックにて加療中。H30年頃より物忘れが激しく電気の消し忘れや日付けが分からなくなることがあり専門治療の希望があり、当院へ紹介がありR1.10.1初診。「知人がテレパシーを送っている。」といった奇異な発言あるが日常的な支障はなく加療されずに経過観察となっていた。R2.4.15町役場の保健師より同級生である女性宅や職場に押し掛ける行為があり、警察に厳重注意を受けているとの情報提供あり。妻からも妄想や幻聴の軽減の為の薬剤加療を希望され再度当院へ受診希望聞かれておりR2.4.24家族と共に受診。診察中もつじつまの合わない奇異な言動あり。薬物療法開始となり薬剤加療していたが、同年11/6受診時幻聴持続し、自宅にいると襲われるといい外出するなどの幻聴に左右された行動もあり。家族と相談し、入院加療を行う事となる。

＊かわむら内科クリニックにて糖尿病内服加療中　
CS契約なし。(今後契約する可能性はあり)家族洗濯。

＜馬渡Dr.診察情報＞

・宮崎　宏之様～　処方継続。
・高山　勘吉様～処方内容調整。ベルソムラ、トラゾドン追加。
・中村　留理子様～処方内容調整。レキサルティ増量。

・加賀　イト様～　処方継続。退院支援を進めていく。
・鈴木　善清様～処方継続。退院支援を進めていく。
・岡村　トミ様～　処方変更継続。退院支援進めていく。

・木村　美智子様～処方継続。

・水梨　孝純様～　処方継続。

・中野渡喜世博様～処方継続。

・小泉　安隆様～　処方継続。

